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バイオテクノロジー等の先端技術を活用した生産技術等の進展への投資のみ

ならず、特に、外国企業においては、小児領域だけではなく、成人領域等での

新成分の開発を進めている現状を認識し、対策を講じていく必要がある。 

 

表５ 最近 20年間の開発品目の導入時期 国際比較 

 日本 米国 

1985  B 型肝炎ワクチン(米国は 1982)   

1987  水痘生ワクチン  Hib ワクチン 

 不活化ポリオワクチン(IPV) 

1988  肺炎球菌ワクチン（米国は 1977） 

 遺伝子組換え B 型肝炎ワクチン 

 ＭＭＲワクチン（米国は 1971） 

 

1991   aP（無細胞百日咳）ワクチン（日本か

ら導入 日本は 1981） 

1992   DTaP ワクチン 

 日本脳炎ワクチン（日本から導入 日本

は 1976） 

1993   DTaP-Hib 

1994   ペストワクチン 

1995  不活化Ａ型肝炎ワクチン  水痘生ワクチン（日本から技術導入） 

1996   Hib-B 型肝炎ワクチン 

 不活化Ａ型肝炎ワクチン 

2000   7 価（コンジュゲート）肺炎球菌ワクチ

ン(小児用) 

2001   A 型-B 型肝炎ワクチン 

2002   DTP-IPV- B 型肝炎ワクチン 

2003   経鼻インフルエンザ生ワクチン 

 DPT ワクチン（成人用） 

2005  ＭＲワクチン  MMR-水痘ワクチン 

 髄膜炎菌ワクチン（結合ワクチン） 

2006    ロタウイルスワクチン 

                              太字は日本未導入品 

 

 

 

 

 


